
1.
 検
証
内
容

CF
 を
添
加
し
て
排
ガ
ス
中
の

 N
O

x(
窒
素
酸
化
物

)が
ど
れ
く
ら
い
減
少
す
る
か
を
検
証
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
排
ガ
ス
の
状
態
を
観
察
す
る
。

2.
 検
証
条
件

日
野
製

 4
t ト

ラ
ッ
ク

(H
20

.7
 購
入

)を
使
用
。
ア
ド
ブ
ル
ー
搭
載
車
両
。

給
油
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
給
油
量
に
対
し
て

CF
を

0.
02

25
%
添
加
。
こ
れ
を

2回
連
続
で
行
う
。

3.
 測
定
方
法

N
O

x 
の
数
値
の
ば
ら
つ
き
を
考
慮
し
、
添
加
前
後
で

 3
 回
ず
つ
計
測
す
る
。

光
吸
収
係
数

(単
位

:m
-1

)で
測
定
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

N
O

xの
量
が
多
い
。

4.
 検
証
結
果

添
加
前

1 
回
目

 0
.0

28
m
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2 
回
目

 0
.0
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m

-1
3 
回
目
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m

-1
 平
均

 0
.0
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m

-1

添
加
後

1 
回
目

 0
.0

08
m

-1
2 
回
目

 0
.0

12
m

-1
3 
回
目

 0
.0

14
m

-1
 平
均
約

 0
.0

11
m

-1

排
ガ
ス
の
状
態
の
変
化

黒
煙
が
薄
く

(煙
が
少
な
く

)な
り
、
臭
い
も
抑
え
ら
れ
て
い
た
。

ア
ド
ブ
ル
ー
搭
載
車
に
よ
る

N
O

x削
減
検
証

5.
 考
察

N
O

x 
を
減
少
さ
せ
る
為
の
ア
ド
ブ
ル
ー
が
作
用
し
た
上
で
更
に

 N
O

x 
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、

CF
に
よ
り

 N
O

x 
が
減
少
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
排
ガ
ス
の
黒
煙
が
薄
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

 P
M

(煤
)の

量
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
お
い
て

 N
O

x 
と

 P
M

 は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
で
あ
る
た
め
、

N
O

x 
が
減
少
す
れ
ば
黒
煙
は
濃
く
な

る
が
、

CF
は
そ
の
常
識
を
覆
し
て

N
O

xと
PM

を
同
時
に
削
減
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
臭
い
も
減
少
す
る
。
こ
れ
は
排
ガ
ス
中
の

H
Cが

減
少
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
Ｈ
Ｃ
も
不
完
全
燃
焼
が
原
因
で
発
生

す
る
た
め
、
や
は
り

 C
F 
の
効
果
に
よ
る
燃
焼
効
率
の
上
昇
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

N
O

x 
の
他
に
も

 P
M

 や
 H

C 
を
含
む
有
害
物
質
の
排
出
を

 C
F 
の
効
果
で
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
同
時
削
減
の
理
由
）

CF
を
添
加
し
た
燃
料
を
燃
焼
し
た
際
、

N
O

xが
中
和
さ
れ
、
ま
た
特
許
技
術
に
よ
り

PM
の
主
原
因
で
あ

る
ワ
ニ
ス
が
分
解
消
滅
す
る
こ
と
で
、

N
O

x・
PM

が
同
時
に
削
減
さ
れ
る
。

［
資
料
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